


























































後のシモンと妻、3人の子供たちの殉教」（Quique Japoniae Martyres sub Canziuza 
tyramno Ludvicus）、1622年の「聖イグナチオとザビエル」（Comedia de SS: Patri-









3  コルネリウス・ハザート（Cornelius Hazart, 1617‒1690）はオランダ出身のイエズス会神父。
『教会史　全世界に広まるカトリック教会の歴史（Kirchen-Geschichte, das ist catholisches 
Christenthum durch die ganze Welt ausgebreitet）』（Wiener Universitätsdruckerei Leopold 
Voigt, 1678）の第1巻第3部「日本教会史（Japonischer Kirchen-Geschichten）」（pp. 1‒290）。
オーストリア国立図書館に3冊の写本が存在する。
4  作品は、特別版・皇帝版（Kaiserbände der DTÖ）に皇帝の父ファエルデイナンドIII世の
作品と共に収められている。 ウィーンでは現在も日曜日のミサに彼のミサ曲がたまに演奏さ
れている












































Cuius pretium de ultimis finibus（全世界の国境を越えて）
sive
GRATIA REGINI TANGO REGINA（グラーチア、丹後の王国の女王）





の王妃の改宗とキリスト教的美徳」（Bekehrung und Christliche Tugenden der 
Königin von Tango）に基づいて、ウィーンのイエズス会士で、シレジア出身のア
ドルフ（Johann Baptest Adorf, 1657‒1708）が書いたものである。彼は 1696 〜
1707年にイエズス会ギムナジウムを統率した教授で、後期バロック・ドラマの
代表的作者で、この手稿本の作品の大半を書いている。作曲家はオルガニストで
音楽教師のシュタウト（Johann Bernhard Staudt, 1654‒1712）である。シュタウト
はギムナジウムの生徒の時、日本の殉教劇に出演していた8。この二人が共作した
イエズス会ドラマは40作以上残っている。
7  オーストリア国立図書館所蔵手稿本（ÖNB. Cod. 9809‒9813）、Johannes Baptista Adolph, 
Drama varia a gymnasio domus professe S.J. (a.1687‒1704)は、Waltraute Kramerの博士論




8  1665年のレオポルドI世とスペイン王女マルガレータとの結婚式に演じられた高山右近の劇 





Gratia Königin deß Reichs Tango（丹後の国の女王・細川グラーチア）
Dessen Werth von den eussersten Weld Enden（その美徳は全ての境を超えて）
























































































































12 Leben und Tugenden Eleonorae Margaretae Theresiae, Römischen Kayserin. 1721 Wien 
bei Schwendimann, p. 93. See Margrit  Dietrich, “Gratia Hosokawa, Ein japanisches Vorbild 
für die Habsburger Dynastie„ in Theologie zwischen Zeiten und Kontinenten: für Elizabess 



























15 Mulier fortis : Drama des Wiener Jesuitenkollegium / Johann Bernhardt Staudt; 
veröffentlicht von Walter Pass und Fumiko Niiyama-Kalicki; unter Mitwirkung von 
Margret Dietrich, Thomas Immoos und Johann Ramminger, Graz: Akademische Druck-u. 
Verlagsanstalt, 2000. 「オーストリア音楽集大成 Denkmäler der Tonkunst in Österreich」
（DTÖ）はG. Adlerの編纂で1894年から始まり、現在まで160巻を刊行してきた。Mulier 
fortisの刊行については、米田かおり「細川ガラシャとイエズス会の音楽劇Walter Pass/

















Princeps Filius 1. 細川忠隆
Princeps Filius 2. 細川忠利（または興秋）
Filia 1.（Filia maior natu.） 細川お長
Filia 2.（Filia minor natu.） 細川多羅




Ephebulus 1.（Blandus, ej usdem Ephebus） 玉の腰元・清原マリア
Ephebulus 2.（Regina Charus Adolescens Nobilis） 腰元2
Ephebulus 3, 4. 腰元3, 4
Christianus キリスト者（高山右近）
Filius Christiani 右近の息子















Clarini I, II バロック高音トランペットI, II.
Violini I, II. ヴァイオリンI, II.
Viola ヴィオラ
Viola da gamba ヴィオラ・ダ・ガンバ
Teorba e chitara barocco テオルバとバロックギタラ
Cembalo チェンバロ
